
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成28年度 平成29年度
平成30年度予

定
平成31年度予

定
平成32年度予

定
計

円 円 円 円 円 円

5,745,600 5,745,600

5,700,000 5,700,000

補助事業の成果及び評価並びに地域
住 民 へ の 周 知 の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　町営牧場は農家の安定した経営を支えるために、最大の努力を行っているが預託牛を飼
育するための飼料作物（牧草）は必要不可欠なものであり、品質管理及び正しい保管方法
を徹底する必要がある。
　現在はラッピングマシンが不足しており、収穫後にロール状に形成し、野外に積み重
ね、ブルーシートで覆って保管をしていたが、その保管方法によって平成28年の秋に、牧
草ロールが雑菌の混入による不良発酵により発火し、多くの牧草ロールを損失した。
　本事業によって、正しい保管方法を確立し、預託牛の飼育環境の向上を目指すものであ
る。

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設：町営牧場管理用機械購入）整
備事業

厚岸町

町営牧場大別団地　厚岸群厚岸町大別１番地

今後とも施設、車両等の現況や運営の効率化を踏まえながら計画的に事業を実施する。

無

フルオートラッピングマシン　２台
ベールグラブ　　　　　　　　２台

平成２９年６月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業を実施したことにより、牧草の野積みがなくなり全ての牧草をラップし、適正な
牧草の保管が出来るようになった。牧場管理者に聞き取りをしたところ、預託牛の給餌等
も安定的に図ることができ、飼育環境が整ったとの評価が得られ、預託牛の健康保持と育
成が推進に資する環境が整備された。
　なお、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、機械本体に表示するととも
に町ホームページに掲載し、住民に周知を図った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円 円

0 12,744,000 0 0 0 12,744,000

交付金額 0 12,339,000 0 0 0 12,339,000

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実
施状況

事業の改善措置及び今後の
対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有無

ダンプトラック（４ｔ級、４×４、寒冷地仕様）　１台

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（交通施設：道路維持作業車購入）整備事業

厚岸町

【保管場所】厚岸郡厚岸町宮園４丁目１番地

　厚岸町では、道路の維持管理として、舗装の損傷などにより発生する路面陥没や段差を補
修する舗装補修、砂利道における路面整正、夏場の路肩草刈り・枝払いなどの作業を行い、
冬期には、町及び地元建設業者とで町内２２５ｋｍの除雪作業を行っている。維持作業を行
うため資材の運搬や融雪剤散布としてダンプトラック４ｔ級は必要不可欠であり、現在使用
している車両は老朽化が著しく故障等により作業に支障を来たしている状況から、本事業実
施により迅速な作業を行い、地域住民の安定的な通行の確保することを目的とする。

　本事業を実施することで、道路の維持管理作業及び除雪作業に対して迅速かつ円滑な対応
ができる環境を整備することができた。
　また、防衛省の調整交付金事業である旨を、車両本体に表記し、町ホームページにも掲載
することで地域住民への周知を図った。

　地域住民の交通の安全を確保するため、今後も計画的に道路維持作業車を購入する。

無

平成２９年６月～平成３０年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成28年度 平成29年度
平成30年度

予定
平成31年度予

定
平成32年度

以降
計

円 円 円 円 円 円

14,482,800 14,482,800

13,800,000 13,800,000

補助事業の成果及び評価並びに地域
住民への周知の実施状況

事業の改善措 置及 び今 後の 対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

医療器具洗浄装置　1台
透析用監視装置　１台
薬用冷蔵保管庫　１台
血圧監視装置　２台
上部消化管ビデオスコープ　１台
業務用食器洗浄機　１台

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（医療施設：医療機器等購入）整備事業

厚岸町

町立厚岸病院（厚岸郡厚岸町住の江１丁目１番地）

　町立厚岸病院では、老朽した医療機器について、旧型のため処理速度が遅かったり、診断・治療の信頼性
低下や既存メーカーよる部品交換などのサポートが受けられない状況等を改善させるため、当該機器の更新
により、医療の質を向上させ、患者が安心・安全で快適な医療の提供を図るものである。

無

平成２９年８月～平成２９年９月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　機器の更新により、臨床工学技士から「透析用監視装置の更新により、脱返血操作等の自動化となり、併
せて手技の安全化が向上した。」また「血圧監視装置の更新により、透析治療前の血圧、心拍及び脈拍等の
生体管理が安定した。」
管理栄養士から「業務用食器洗浄機の更新により、食器の汚れ落ちが向上した。｣
外来看護師長から「医療器具洗浄装置の更新により、洗浄消毒作業における安定稼働が図られた。」、「上
部消化管ビデオスコープの更新により、画質が向上した。｣、また「血圧監視装置の更新により、基線のブ
レがなく、頻脈発作など急を要する場合、直ちに治療を開始することが可能となった。」
薬局長から「薬用冷蔵保管庫の更新により、ワクチン等の保管管理の安全性が向上した。」などの評価が得
られたことから、地域の医療福祉の向上が図られた。
　本事業が当該調整交付金事業である旨を、機器本体部への表記と町立厚岸病院ホームページへの掲載及び
院内掲示により住民への周知を実施した。

今後とも機器の使用状況や利用者及び医師、看護師等のニーズを踏まえながら事業を実施する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成28年度 平成29年度
平成30年度予

定
平成31年度予

定
平成32年度予

定
計

円 円 円 円 円 円

6,825,600 6,825,600

6,500,000 6,500,000

補助事業の成果及び評価並びに地域
住 民 へ の 周 知 の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　平成12年及び平成13年に購入した多床室50床分の特殊寝台のうち現存の16台は、電動に
より背部稼働及び高さ調節はできるものの足挙げ機能が無いもので、それぞれ17年、16年
が経過したことにより老朽化が著しく、故障も多く、モーター等の部品も製造されていな
いことから介護における利便性にも欠け、特に近年の特殊寝台では、入所者の身体状況に
合わせて高さ調節、背部稼働、足挙げ機能が具備されており、介護現場の労務環境の改善
が図られることのみならず、併せて同じくマットレスが経年により硬質化しており、褥瘡
予防効果が低下している状況である。
　このことから、本事業によりこれらの更新することにより、入所者の心身の状況に合わ
せて、より快適で安心して生活することができる環境を整備し、福祉の向上を図る。

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（社会福祉施設：特別養護老人ホーム心和園特殊寝台）整備
事業

厚岸町

厚岸町立特別養護老人ホーム心和園（厚岸群厚岸町白浜４丁目１番地）

　今後とも心和園施設の現状や入所者、施設管理職員及び介護員の要望を踏まえながら計
画的に事業を実施する。

無

特殊寝台１６台、ベッド柵一式１６組、マットレス１６枚

平成２９年９月　～　１０月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　ベッドについては、施設管理職員及び介護員から「上下、背上げ、足上げ動作がリモコ
ン一つで操作でき、スピーディーになった。」「寝台にキャスターが付いていることから
寝かせたままの移動が可能となった。」など、施設管理職員及び介護員から評価が得られ
るなど、介護時の入居者への負担も少なくなったことから福祉の向上に資する環境の整備
が図られたと評価することができる。
　なお、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、本体に表記、施設内の掲示
板にポスターを貼付、施設広報誌及び町ホームページに掲載し、地域住民への周知を図っ
た。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円 円

2,835,000 2,835,000

交付金額 2,600,000 2,600,000

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実
施状況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事 業 の 評 価 に 際 し ての
第三者機関の活用の有無

自動体外式除細動器　７台

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（医療施設：自動体外式除細動器購入）整備事業

厚岸町

厚岸町立太田中学校　　　　　　　（厚岸郡厚岸町太田5の通り27番地1）
厚岸町社会福祉センター　　　　　（厚岸郡厚岸町梅香2丁目1番地）
厚岸町特別養護老人ホーム心和園　（厚岸郡厚岸町白浜4丁目1番地）
厚岸町立宮園保育所　　　　　　　（厚岸郡厚岸町宮園3丁目2番地）
厚岸町床潭地区漁村センター　　　（厚岸郡厚岸町床潭133番地1）
厚岸町Ｂ＆Ｇ海洋センター　　　　（厚岸郡厚岸町宮園3丁目7番地）
厚岸味覚ターミナル・コンキリエ　（厚岸郡厚岸町住の江2丁目2番地）

　厚岸町では、平成１９年度から当調整交付金によりAEDの整備を開始し、設置から１０年が
経過している。
　AED本体の耐用年数は７年程度とされており、未使用であっても７年ごとに機器の再購入が
必要となり、町内に設置している機器については、既に耐用年数を過ぎてしまった機器もあ
るため、早急に整備する必要がある。
　このため、本事業において機器を更新し、町民が安心・安全に暮らせる環境を整えること
で、生活環境の維持を図る。

　施設管理職員から「安心感を与えられると共に有事の際にも素早い対応が可能になっ
た。」、「新しい機種でパッドの水分量がチェックされているのは大変心強い。」、「小児
用キーが付いているため、分かりやすく困惑なく使用できる。」、「有事の際に一次救命措
置を行う体制が整ったことで、利用者が安心して施設を利用できるようになった。」、「町
民が安心して健康や体力増進のために行うスポーツ活動の場を提供することができた。」な
どの評価が得られたことから、町民が安心・安全に暮らせる環境を整備された。
　なお、防衛省特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、機器本体に表記、町
ホームページへ掲載し、地域住民への周知を図った。

今後も、町民が安心・安全に暮らせる生活環境の維持を図るため、適切な管理を行い計画的
に機器を更新する。

無

平成29年９月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円 円

30,944,255 15,748,004 46,692,259

交付金額 29,950,000 15,670,000 45,620,000

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実
施状況

事業の改善措置及び今後の
対応

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

全　　　　体：舗装補修工事　L=720m　W=6.0m
本年度実施分：舗装補修工事　L=250m　W=6.0m

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（交通施設：松葉町通り舗装補修）整備事業

厚岸町

厚岸町松葉

　当該路線は、地域住民が利用する市街地内の幹線道路として使用されているが、老朽化に
より路面破損等が著しく周辺住民の生活環境に影響を与えていることから道路整備を要する
状況にある。
　このため、本事業の実施により、路面破損等を防止し、周辺住民の生活環境を改善する。
　また、緊急車両のスムーズな通行が可能となり、災害に強いまちづくりにも寄与する。

　本事業を実施後、地域住民の聞き取りにより、路面破損等の防止が図られ、通行者の安全
性が確保されるなど生活環境が改善された事を確認した。さらに緊急車両のスムーズな通行
が可能となり、災害に強いまちづくりに寄与することが期待できる。
　また、本事業が防衛省の特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、地域住民へ
配布する工事説明用チラシに記載し、周知を図った。

　今後も道路状況を確認し、地域住民の理解を得ながら事業を計画的に実施する。

　無

全　　　　体：平成２８年度～平成２９年度
本年度実施分：平成２９年１０月～平成３０年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円 円

18,672,480 18,672,480

交付金額 16,330,000 16,330,000

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実
施状況

事業の改善措置及び今後の
対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有無

改良舗装工事：L=159.74m　W=4.0m

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（交通施設：門静前浜道路改良舗装）整備事業

厚岸町

厚岸郡厚岸町門静２丁目１６６番地先～門静１丁目７０７番地先

　当該路線は、厚岸町門静地域住民が利用する生活道路として使用されているが、未舗装道
であり路面破損、砂塵発生等が著しいことから改良を要する状況にある。
　本事案では、門静前浜道路を改良舗装する。これにより路面破損、砂塵発生等を解消・防
止し、安全な通行を確保することにより生活環境を改善する。

　本事業実施により砂塵等被害が解消・防止され、周辺住民の安全な交通の確保及び生活環
境の維持が図られている。
　地域住民へは、町ホームページに掲載し防衛省の特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で
あることの周知を図った。

　今後とも地域住民の安全な交通の確保及び生活環境の安心・安全の確保を図るため、適正
な維持管理を計画的に行っていく。

無

平成３０年１月～平成３０年３月まで

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円 円

10,803,630 10,803,630

交付金額 10,000,000 10,000,000

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実
施状況

事業の改善措置及び今後の
対応

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

水難救助車　１台

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（消防に関する施設：水難救助車）整備事業

厚岸町

厚岸消防署（厚岸郡厚岸町宮園２丁目４１４番地２）

水難救助車を整備することにより地域の消防体制の強化を図る。

　当該車両が整備されてからの１年間に出動する事案は発生していないが、当該車両を用い
て潜水実技訓練を実施しており、町の水難救助体制が強化された。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを以下のとおり記載し、地域住民
への周知を図った。
１）車両本体への表記
２）町ホームページへの掲載

今後とも、水難救助車の現況確認や地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

平成２９年６月～平成３０年２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費


